
2025年12月18日

【本件に関するお問い合わせ】特定非営利活動法人日本トイレ研究所

E-mail contact_us@toilet.or.jp

無断転載を禁止します

計11,771人（小学生10,370人、中学生1,401人）の7日間の記録

特定非営利活動法人日本トイレ研究所

小学生・中学生の排便記録2025
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調査概要

：子どもの排便の実態についての現状把握

：小学校 1～6年生、中学校 1～3年生

：全国

：2025年10月～11月のうちの７日間

：郵送による配付・回収

：排便の有無および便形状

：計11,771サンプル（小学生10,370サンプル・96校）、中学生1,401サンプル・9校）＊

：特定非営利活動法人日本トイレ研究所

目 的

対 象

地 域

期 間

方 法

項 目

有効回答

実施主体

＊回収した記録用紙のうち、未記入の日があるものを除く
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結果概要

7日間のうち排便があった日数（P.6）

「排便のあった日数が2日以下」だったのは小学生8.6％、中学生11.3％だった。

7日間、毎日排便があった小学生は38.4％、中学生は53.1％だった。

硬い便が２回以上（P.9-11）

便秘傾向の「硬い便が2回以上」だったのは小学生16.6％、中学生7.6％ だった。

学年・性別にみると、小学生で最も多かったのは、1年生・女子の22.2％だった。中学生で最も多かったのは1年生・

女子12.8％だった。

便秘が疑われる児童の割合（P.12）

「排便のあった日数が2日以下」と「硬い便が2回以上」のどちらかに該当する、または両方に該当するのは、

小学生で24.8％、中学生で18.8％であった。

朝食を摂った日数と排便2日以下の割合（P.14）

朝食を摂った日数を「7日」と「6日以下」に分けて、排便のあった日数が「2日以下」だった割合を比較したところ、

小学生では「排便のあった日数が2日以下」だったのは「朝食6日以下」の場合が11.3 ％で、「朝食7日」の場合に比

べ3.1ポイント多かった。

中学生では「排便のあった日数が2日以下」だったのは「朝食6日以下」の場合が17.2 ％で、「朝食7日」の場合に比

べ6.7ポイント多かった。

・本調査では、小数第２位を四捨五入しています。そのため、数字の合計が100％とならない場合があります

・性別不問の項目については、ｎ数が男女各値の合計を上回ります（性別未記入の者が含まれているため）
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【小学生】属性

計10,370人のうち、男子が46.2％、女子が50.4％だった。学年別では1～3年が多かった。

男

46.2%

女

50.4%

記載なし

3.4%

性別 n=10,370

1年

19.8%

2年

21.4%

3年

18.5%

4年

13.4%

5年

13.7%

6年

12.8%

記載なし

0.3%

学年 n=10,370
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【中学生】属性
計1,401人のうち、男子が46.0％、女子が49.8％だった。学年別では、2年が40.3％とやや多かった。

男

46.0%女

49.8%

記載なし

4.3%

性別 n=1,401

1年

35.5%

2年

40.3%

3年

24.2%

学年 n=1,401



7日間のうち、排便があった日数
「排便のあった日数が2日以下」だったのは小学生では8.6％だった*1 。 7日間、毎日排便があったのは38.4％だった。

中学生では、「排便のあった日数が2日以下」だったのは11.3％、 7日間、毎日排便があったのは53.1％だった。
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*1 『小児慢性機能性便秘症診療ガイドライン2025年版』に掲載されている小児・青年期機能性便秘症の診断基準（ RomeⅣ）のひとつに 「トイレでの排便が週2回以

下」という項目がある。

【小学生】 【中学生】

7日

53.1%

6日

7.9%

5日

9.5%

4日

9.4%

3日

8.7%

2日

3.6%

1日

1.3%

0日

6.4%

7日間のうち、排便があった日数（％）  n=1,401

2日以下
計11.3％

7日

38.4%

6日

15.6%

5日

14.9%

4日

13.1%

3日

9.5%

2日

5.1%

1日

1.9%

0日

1.5%

7日間のうち、排便があった日数（％）  n=10,370

2日以下
計8.6％



【小学生】 7日間のうち、排便があった日数（性・学年別）

「排便のあった日数が2日以下」だったのは、男子で計8.1％、女子で計9.1％だった。

7日間、毎日排便があった児童は男子で42.9％、女子で33.9％となり、男子が女子を9.0ポイント上回った。
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42.9%

37.2%

41.4%

40.4%

42.1%

49.8%

51.8%

33.9%

35.2%

33.5%

33.3%

32.2%

33.4%

35.6%

14.8%

17.9%

13.2%

15.9%

15.8%

14.0%

10.7%

16.5%

17.1%

17.5%

16.0%

14.9%

16.4%

16.1%

13.9%

17.6%

14.0%

13.1%

14.1%

10.4%

12.1%

15.9%

15.4%

16.4%

15.9%

17.5%

16.0%

14.3%

11.4%

11.0%

12.2%

12.1%

12.2%

11.0%

9.5%

14.5%

15.5%

15.9%

14.3%

12.5%

14.6%

12.7%

8.9%

9.3%

10.3%

10.8%

6.3%

7.5%

7.9%

10.1%

9.6%

8.3%

10.5%

12.3%

10.5%

10.3%

4.5%

4.9%

3.7%

4.9%

4.7%

4.7%

4.3%

5.8%

4.8%

5.0%

6.7%

5.7%

6.2%

6.9%

2.0%

1.6%

2.8%

1.7%

2.7%

1.4%

1.3%

1.9%

1.7%

2.0%

2.0%

2.8%

1.4%

1.4%

1.6%

0.5%

2.4%

1.1%

2.1%

1.2%

2.5%

1.5%

0.7%

1.3%

1.3%

2.2%

1.4%

2.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男子(n=4,793)

1年(n=983)

2年(n=986)

3年(n=883)

4年(n=665)

5年(n=664)

6年(n=610)

女子(n=5,222)

1年(n=1012)

2年(n=1169)

3年(n=970)

4年(n=690)

5年(n=724)

6年(n=651)

【小学生】7日間のうち、排便があった日数（％） 

7日 6日 5日 4日 3日 2日 1日 0日
2日以下 8.1％

2日以下 9.1%



【中学生】 7日間のうち、排便があった日数（性・学年別）

7日間のうち「排便のあった日数が2日以下」だったのは男子全学年では10.4％、女子全学年では12.2％だった。

7日間、毎日排便があった生徒は男子60.7％、女子で45.6％となり、男子が女子を15.1ポイント上回った。

8©NPO Japan Toilet Labo

60.7%

56.7%

65.4%

58.3%

45.6%

36.2%

50.0%

52.8%

7.8%

9.5%

7.1%

6.3%

8.2%

12.8%

3.4%

8.5%

7.8%

9.1%

5.6%

9.7%

11.3%

13.6%

9.8%

10.2%

7.1%

10.4%

5.6%

4.9%

11.3%

13.2%

11.0%

9.1%

6.2%

8.7%

4.1%

6.3%

11.3%

13.6%

11.4%

8.0%

3.7%

2.6%

4.1%

4.9%

3.3%

3.5%

3.4%

2.8%

1.4%

0.9%

1.5%

2.1%

1.3%

1.9%

0.8%

1.1%

5.3%

2.2%

6.7%

7.6%

7.6%

5.1%

10.2%

7.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男子(n=644)

1年(n=231)

2年(n=269)

3年(n=144)

女子(n=697)

1年(n=257)

2年(n=264)

3年(n=176)

7日間のうち、排便があった日数  

7日 6日 5日 4日 3日 2日 1日 0日

2日以下 10.4％

2日以下 12.2％



硬い便が2回以上 

小学生では、 7日間のうち硬い便（「1 ころころ」または「2 ごつごつ」,ｐ.16参照）が2回以上の児童は16.6％だった*1。

中学生では、7日間のうち硬い便が2回以上の生徒は7.6％だった*1 。
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*1 『小児慢性機能性便秘症診療ガイドライン2025年版』に掲載されている小児・青年期機能性便秘症の診断基準（ RomeⅣ）のひとつに、「過去に痛みを伴う、あ

るいは硬い便通があった」という項目がある。これを参考に、7日間のうち硬い便（ブリストル便形状スケール「1 ころころ」または「2 ごつごつ」）が2回以上出

ている児童を抽出した。

【中学生】【小学生】

２回以上

7.6%

2回未満

92.4%

硬い便の排便回数（％） n=1,401

２回以上

16.6%

２回未満

83.4%

硬い便の排便回数（％） n=10,370



【小学生】硬い便が2回以上（性・学年別）

7日間のうち「硬い便が2回以上」だったのは、男子全学年では14.2％、女子全学年では19.0％となり、女子が4.8ポイント多かった。

最も多かったのは1年生・女子（22.2％）であった。
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全学年 n=5,222

1年 n=1,012

2年 n=1,169

3年 n=970

4年 n=690

5年 n=724

6年 n=651

19.0%

22.2%

21.0%

18.5%

19.3%

15.7%

14.3%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

全学年

1年

2年

3年

4年

5年

6年

女子

14.2%

18.1%

16.1%

14.3%

14.0%

10.2%

9.2%

0%5%10%15%20%25%

全学年

1年

2年

3年

4年

5年

6年

男子

【小学生】硬い便が2回以上（性・学年別）（％）

全学年 n=4,793

1年 n=983

2年 n=986

3年 n=883

4年 n=665

5年 n=664

6年 n=610



【中学生】硬い便が2回以上（性・学年別）

7日間のうち硬い便が2回以上だったのは、男子全学年では6.1％、女子全学年では9.3％となり、女子が男子より3.3ポイント多かった。

11©NPO Japan Toilet Labo

6.1%

7.8%

4.8%

5.6%

0%5%10%15%20%

全学年

1年

2年

3年

9.3%

12.8%

7.6%

6.8%

0% 5% 10% 15% 20%

全学年

1年

2年

3年

【中学生】硬い便が2回以上（性・学年別）（％）

全学年 n=644

1年 n=231

2年 n=269

3年 n=144

女子男子

全学年 n=697

1年 n=257

2年 n=264

3年 n=176



便秘が疑われる児童・生徒の割合
7日間のうち「排便のあった日数が2日以下」と「硬い便が2回以上」のどちらかに該当する、または両方に該当する児童・生徒を

集計した。これらの便秘が疑われる児童・生徒は、小学生で24.8％、中学生で18.8％であった。
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【中学生】【小学生】

該当する

24.8%

該当しない

75.2%

「排便2日以下」と「硬い便が2回以上」のどちら

か、または両方に該当する児童（％） n=10,370

該当する

18.8%

該当しない

81.2%

「排便2日以下」と「硬い便が2回以上」のどちら

か、または両方に該当する生徒（％） n=1,401



7日間のうち、朝食を摂った日数

【小学生】
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【中学生】

7日間、毎日朝食を摂ったのは、小学生で86.9％、中学生で86.3％だった。

朝食を摂った日数が「6日以下」は、小学生で13.1％、中学生で13.7％だった。

7日

86.3%

6日

2.9%

5日

2.9%

4日

1.9%

3日

1.3%

2日

1.1%

1日

0.9%
0日

2.8%

7日間のうち、朝食を食べた日数 n=1,399

6日以下
計13.7％

7日

86.9%

6日

5.1%

5日

3.1%

4日

1.4%

3日

0.9%

2日

0.8%

1日

0.9%
0日

0.9%

7日間のうち、朝食を食べた日数 n=10,320

6日以下
計13.1％



朝食を摂った日数と、排便2日以下の割合

【小学生】
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【中学生】

朝食を摂った日数を「7日」と「6日以下」に分けて、排便日数が「0～2日」だった割合（ｐ.6参照）を比較した。

小学生では「排便のあった日数が2日以下」だったのは朝食6日以下の場合11.3％で、朝食7日の場合に比べ 3.1ポイント多かった。

中学生では「排便のあった日数が2日以下」だったのは、朝食6日以下の場合17.2％で、朝食7日の場合に比べ 6.7ポイント多かった。

排便2日以下

8.2%

排便2日以下

11.3%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

朝食7日

n=8,969

朝食6日以下

n=1,351

排便2日以下の割合（％）

排便2日以下

10.4%

排便2日以下

17.2%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

朝食7日

n=1,207

朝食6日以下

n=192

排便2日以下の割合（％）



（参考１）【小学生】便秘が疑われる児童の割合（2021～2025）
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22.1%
24.7%

26.3%
24.5% 24.8%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

2021

n=16,655

2022

n=13,651

2023

n=12,307

2024

n=11,344

2025

n=10,370

「排便2日以下」と「硬い便が2回以上」の

どちらか、または両方に該当する児童（％）

20.3%
22.7% 23.6%

22.1% 21.9%
23.9%

26.4%
28.6%

26.6% 27.7%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

2021 2022 2023 2024 2025

「排便2日以下」と「硬い便が2回以上」の

どちらか、または両方に該当する児童（％）

男子 女子

男子 n=8,314

女子 n=8,341

男子 n=6,664

女子 n=6,611

男子 n=5,873

女子 n=6,128

男子 n=5,400

女子 n=5,570

男子 n=4,793

女子 n=5,222
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（参考２）うんちチェックシート

記録用の「うんちチェックシート」 冊子「トイレの教科書2025」より
（うんちチェックシートと合わせて児童・生徒に配付）
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小児外科医からのコメント
中野美和子先生（吉川小児科排便外来、神戸動植物環境専門学校名誉校長）

先天性の排便障害疾患の治療と、一般の子どもの難治性便秘、便通異常、便失禁の治療を長年にわたり行い、2,000人以上の患者を初診してきた。医学博士、元日本小児外科
学会指導医。鎖肛の会顧問。著書『赤ちゃんからはじまる便秘問題』（言叢社）

2025年度のトイレweekにおける、7日間の排便記録は、小学生は10,370人、中学生は1,401人という昨年に続く大人数が参加しまし

た。関係者の努力に敬意を表します。 

まず、排便日数が7日間のうち「0～2日」は小学生8.6％、中学生11.3％で、これらは便秘といえる状態で、この状態が持続的なも

のなら、慢性便秘症といってよい群です。男女差は大きくはありませんが、女子のほうがやや多くなっています。小学生では毎日排

便する児童は女子では学年差がはっきりしないのですが、男子では高学年につれて増える傾向があります。中学生では、男子で学年

が上がるにつれ、便秘と考えられる群が減っています。

「週5～7日」排便は正常範囲と考えられますが、小学生男子71.6%、女子66.3%で、男子では毎日排便がある人数が学年が上がると

増えていますが、女子では学年差ははっきりしません。中学生では男子76.3%、女子では65.1%です。

排便回数よりも便の硬さのほうが便秘との関連が強いといわれていますが、ここでは硬便が「週2回以上」で分析しています。便形

状で 便秘と推測される硬便が週2回以上だったのは、小学生16.6％、中学生7.6％です。小学生の男子では14.2％、女子では19.0％で

あり、中学生は男子6.1％、女子9.3％と、硬便回数のほうが、排便日数よりも男女差がはっきりしました。また、小学生から中学生に

かけて、男女ともに学年が上がるごとに硬便2回以上の割合が減る傾向がみられます。

小学校入学は便秘発症のきっかけになるといわれていますが、1年生の時期の便秘傾向は心身の成長により、改善傾向がみられます。

排便が毎日あっても実際には便秘症のこともあるのですが、排便日数が週0~2日は便秘といえる状態で、小学生・中学生とも10%前後

というのは、注目すべき数値です。

朝食に関しては、その質は不明ですが、小学生では86.9%、中学生で86.3%が毎日摂っているというかなり良い状態です。毎日朝食

を摂った群では、そうでない群に比べ、排便日数2日以下が小・中学生とも明らかに少ない結果で、やはり生活習慣を整えることは排

便と関係がありそうです。 
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「排便のあった日数2日以下」と「硬便２回以上」のどちらか、および両方に該当する児童を合わせると小学生全学年で24.8％であ

り、小学生のここ５年間の記録の推移をみますと、5年連続で20％を超えています。毎日排便でもすっきり出せていない場合などは便

秘の可能性があり、便秘症は、便性や排便しやすさ、腹痛など便が溜まったことによる諸症状と合わせて判断するべきものですが、

今回の排便記録からの推測では、少なくとも８～９％、多く見積もると20%以上の児童が、生活習慣の改善、薬剤治療を含む積極的

な介入が必要な便秘症の可能性が高いといえます。便秘症とまではいえないものの、生活習慣に留意するべき児童、生徒はそれ以上

と思われます。

また、思春期になると、心身の成長が著しく食事量 も飛躍的に増えるはずで、便秘症が疑われる割合は減ってはいますが、やはり1

割はいるという現状で、女子は特に要注意ですが、明らかな便秘症は男子も1割はいるようです。また男子も含め一部は改善しても、 

思春期の心身の変化、勉学のストレスなどで、あらたに便秘になる可能性も考えられます。 小学生は、自らの排便状況には疑いを持

たないことが普通で、治療したほうがよい便秘症でも、強い症状がない限り自ら便秘を訴えることはなく、中学生ではたとえ苦しさ

を自覚しても、保護者に相談することは少ないでしょう。また、食事を含む日常生活の調整で排便状態をより良くすることが可能な

のに、それを知る機会は少ないのです。

排便記録は、日ごろ無視しがちな排便状況を子ども自身が振り返り、自分の身体に関心を持つという重要な一歩です。うんち

チェックシートにより、排便は回数だけではなく、形状も大事であることを知ることができます。そして1週間連続して記録すること

で、ふだんの生活を振り返り、生活習慣を改善するきっかけになるという行動療法でもあります。この記録を子と保護者が共有する

ことで、家族全員が排便、そして身体と生活習慣について話し合う機会が増えることを期待します。記録を見て、場合によっては、

医療機関を受診し、治療に結び付け、良い身体の基礎作りに役立てていただきたいものです。



本活動では児童・生徒に、便形状の説明などを記載した「トイレの教科書」とうんちチェックシート（記録用紙）を配付し、「排

便日数」「便形状」「朝食摂取の有無」を7日間記録してもらいました。

「排便日数２日以下」と「硬い便２回以上」のどちらか、または両方に該当する場合を「便秘の疑いがあり」としたところ、小学

生で24.8％、中学生では18.8％となりました。心も体も大きく成長する時期の子どの2割前後に、便秘の疑いがあるということは課題

であると考えます。

「硬い便２回以上」だったのは、小学1年生が最も多く22.2％で、低学年に多い傾向があります。入学による環境の変化や、学校で

トイレに行くのを避けることは便秘につながる可能性があります。食事や運動の様子は周囲からも見えますが、排泄の状況は周囲の

大人も気づきにくく、便秘が見過ごされることがあります。

また、学習指導要領において排便に関する教育が位置づけられていないことも課題です。大人も子どもも排便について学ぶ機会が

少ないため、どのような状態が便秘にあてはまるのか十分に知られていません。子どもの便秘は早期のケアが重要であるため、健康

的な排便状態を知ることが重要です。

日本トイレ研究所はこの活動をとおして、子ども・保護者等に排便についての学びを届けていきたいと思います。
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まとめ



トイレは生きていくために欠かせない排泄の場であり、排泄はからだの状態をあらわす大切

なサインです。日本トイレ研究所では、トイレ・排泄を大切に考えてほしいという思いを込

めて、11月10日「いいトイレの日」から11月19日「国連・世界トイレの日」を「トイレ

week*」と定め、トイレ・排泄について、話題にする・考える・学ぶ・行動する活動を実施

しています。

■トイレweek2025 実施概要

期 間 2025年11月10日(いいトイレの日)～11月19日(世界トイレの日)

内 容 小学校・中学校を通した排便記録の実施、サイトでの情報発信等

U R L   https://www.toilet.or.jp/pickup/toiletweek/

主 催 特定非営利活動法人日本トイレ研究所

協 賛 EAファーマ株式会社、カゴメ株式会社、管清工業株式会社、

マグミット製薬株式会社、花王株式会社、カルビー株式会社、

 王子ネピア株式会社、株式会社ケンユー、サラヤ株式会社（順不同）

「トイレ」をとおして社会をより良い方向へ変えていくことをコンセプトに活動しているNPO団体です。近年は「子どものトイレ・排

泄環境」「災害時のトイレ・衛生環境」「街なかのバリアフリーなトイレ環境」に力を入れています。

子どもたちのトイレ・排泄に関しては、小学校のトイレ空間改善やトイレ・排泄教育などを実施しています。 

［主な調査］・2023年「学校トイレに関するアンケート調査」「保育所における子どものトイレ・排泄実態に関するアンケート調査」

 ・2024年「災害時のトイレ衛生に関する意識調査」「小・中学生の排便記録2024」

 ・2025年「能登半島地震（能登町）における発災後のトイレ事情調査」

www.toilet.or.jp

* 2020年～2023年は「うんちweek」として実施
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